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1　 は じめ に

　 装 飾 は,世 界 各 地 の さま ざ ま な民 族 で民 族 文 化 の表 象 と して扱 われ て お り,そ の 例

は 枚 挙 に い と まが な い。 住 まい に お い て も同様 で あ る。 彫 刻,木 組 み,絵,タ イ ル,

そ して 家 具,調 度,庭 な ど,そ の 飾 り方 は千 差 万 別 で あ るが,多 くの 民 族 の住 まい に

装 飾 が施 され てい る。 しか し,ン デ ベ レの よ う に,ア ク リル 系水 性 ペ ンキ で住 まい の

内 外壁 を カ ラ フ ルな幾 何 学 模 様 で 飾 り,そ れ を 「伝 統 」 と表現 す る民 族 は珍 しい存 在

で あ る。 本 稿 で は,こ の ンデ ベ レの装 飾 文化 を事例 と して 取 り上 げ,次 の よ うに論 を

展 開 す る。

*野 外民族博物館 リ トル ワー ル ド
,元 国立民族学博物館 共同研究 員
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　まず白人入植以降のンデベレの歴史から,ン デベ レという民族を取 りまいていた南

部アフリカおよび南アフリカ共和国の政治経済的な状況を説明するとともに,ン デベ

レの装飾文化のあらましや,壁 絵を主とする装飾文化がンデベレ民族文化の表象とな

った背景を紹介する。

　次に,南 アフリカ共和国と日本の博物館の事例から,ン デベレの壁絵がどのように

展示されているかを報告 し,壁 絵および壁絵の描 き手の博物館展示における位置づけ

を明らかにしようと試みる。

　その上で,ン デベレの壁絵が 「アー ト」として扱われ,描 き手が 「アーティス ト」

と呼ばれる事実を取 り上げ,壁 絵がンデベレの民族文化の表象とされた過程との脈絡

の違いと,こ のような 「アー ト」の博物館における展示について論 じる。

2　 ンデ ベ レ概 要

2.1　 3つ の ン デ ベ レ

　 現 在南 部 ア フ リカ に は,ン デ ベ レを 自称 す る民 族 グ ルー プ が 大 き く分 け て3つ 存 在

して い る。 同 じ名称 を用 い て い る が,言 語,文 化,歴 史 的 に こ の3集 団 は 異 な っ てお

り,ひ とつ の 民 族 集 団 と して 捉 える こ とは で き ない(van　 Warmelo　 1937:53)。3集 団

の 混 同 を避 け るた め に,北 か ら,ジ ンバ ブエ ・ンデ ベ レ(Zimbabwe　 Ndebele)1),北 ト

ラ ンス ヴ ァー ル ・ンデ ベ レ(Northern　 Transvaal　Ndebele)2),そ して 南 トラ ンス ヴ ァー

ル ・ンデ ベ レ(Southern・Transvaal　 Ndebele)と,そ れ ぞ れ の居 住 す る地 域 の 名 をつ けて

区 別 し,呼 び習 わす のが 一 般 的 で あ る。 ジ ンバ ブエ ・ンデ ベ レは ジ ンバ ブ エ に居 住 す

る グ ル ー プで あ り,北 トラ ンス ヴ ァー ル ・ンデベ レと南 トラ ンス ヴ ァー ル ・ンデベ レ

は,南 ア フ リ カ共和 国3)の 北 東 部 にあ る トラ ンス ヴ ァー ル高 原 の 一 部 に 居 住す る グ ル

ー プ で あ る
。3集 団の 主 た る 居住 地 域 は図1に 示 す 通 りで あ る。 この 報 告 で取 り上 げ

る の は,南 ア フ リカ内 の トラ ンス ヴ ァー ル 高 原南 部 一帯,首 都 プ レ トリア東 部 約120km

離 れ た とこ ろ を中心 と して 居 住 す る南 トラ ンス ヴ ァー ル ・ンデベ レで あ り,以 降 ンデ

ベ レ と表現 し指 し示 す の は この グ ル ー プで あ る。
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図1　 南部 アフ リカ,ン デベ レ3集 団の主な居住地域

2.2　 ンデ ベ レの歴 史的背 景

　 も と も と ンデベ レ は4),牧 畜 を中心 と して 現 在 の プ レ トリア近 郊 に居 住 して いた 。

19世 紀 半 ば か らオ ラ ン ダ系 移 民 ア フ リカ ー ナー が,イ ギ リス 系移 民 に押 し出 され る形

で 内 陸 に 進 出 し,ト ラ ンス ヴ ァー ル 高 原 に居 住 して いた 多 くの民 族 と衝 突 をお こ した 。

ンデベ レ もそ の難 か ら逃 れ得 ず,ア フ リカ ー ナー と何 度 か 戦 い を繰 り返 し,そ の居 住

地 を次 第 に 東へ 移 動 させ て い っ た。 最終 的 に は,プ レ トリアか ら東 方 約200kmほ どの と

こ ろ,ド ラケ ンスバ ー グII」脈 の一 翼 を担 う山岳 地帯 ロセ ネ カー ル付 近 に まで移 動 し,

砦 を 山塊 に 築 き立 て こ もっ た。 しか し1883年,ア フ リカー ナ ー の 度重 な る攻撃 に敗 れ,

家 畜 や 土 地 とい っ た財 産 すべ て を没 収 され て しまっ た。 さ らに,戦 い に参 加 した ア フ

リカー ナ ー の 農場 で5年 間 の労 働 を強 い られ た。 プ レ トリアか ら東 方 にの び る道 沿 い

の ブ ロ ンコス プ レイ ト,ウ ィ ッ トバ ン ク,ミ ドルバ ー グ とい っ た 町 は,こ の 頃 にで き

た 自 人の 町 で あ る。 この 周 辺 の 農場 に ンデ ベ レの 人 び とは移 り住 まわ され た 。5年 間

の労 役 の 後 も,自 分 の土 地 を失 っ た ンデ ベ レの多 くは,ア フ リ カー ナ ーの 経営 す る農

場 付 近 に労 働 者 と して住 み つ い た。 この 民 族離 散 の 時期 に,ン デ ベ レ社 会 はい っ た ん

崩壊 し,多 くの 習慣 が 失 われ た。

　 1886年 に ヨハ ネス ブ ル ク西 方 で 金鉱 が 発 見 され,続 い て トラ ンス ヴ ァー ル高 原 に 豊
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富な石炭が埋蔵されていることが判明 し,多 くの労働力がこの地に集中しはじめた。

鉱山採掘の活発化は,鉱 山労働者への食糧供給を促進する作用をもた らし(星 ・林

1978:82-87),ン デベレが居住する地域はヨハネスブルク等の鉱山,大 都市の後背地

として大きな意味を持つようになった。また農場労働者としてばか りでなく,鉱 山労

働者あるいは都市労働者として,ン デベレの多くの者が働きに出た。ズールーやコー

サ といった南アフリカ内で大人口を有する民族 も同様に出稼 ぎをしたわけだが,居 住

地 と出稼ぎ先の距離の差はンデベ レの人びとに有利に働き,男 女を問わず多くのンデ

ベ レが鉱山あるいは都市で就労 した。

　19世紀末からのンデベレをめぐる一連の変化,す なわち土地財産の喪失,民 族離散,

白人農場付近への居住,鉱 山や都市への出稼 ぎといった事柄は,ン デベレに多 くの白

人文化をもたらした。他の民族もまた同様に自人文化の影響を受けたわけだが,ン デ

ベ レの場合は特に,自 らが治める土地を完全に奪われ自文化維持の空間が消失あるい

は限られていたため,影 響の深度が大きかった。ンデベ レの装飾文化は,こ の100余 年

の白人文化の影響が強く反映されて展開したものと考えられる。

2.3　 アパ ル トヘ イ トと ンデ ベ レ

南 ア フ リカ政 府 の 人種 隔 離 政 策 下に お い て ンデ ベ レの と った 行動 は,こ の 政 策 に対

図2　 ンデベ レ居住地域 詳細

184



亀井　 ンデベレの装飾と博物館

す る世 界 的 認識 と は逆 行す る もの で あ っ た。1959年 バ ンツー 自治促 進 法 が 制 定 され た。

これ は,8つ のバ ン ツー ・ホ ー ム ラ ン ドを建 設 し,そ こ に黒 人の 自治政 府 を作 る とい

う もの で あ っ た。 この 法律 で は,ン デ ベ レは独 立 した民 族 集 団 と して 認 め られ て お ら

ず,ボ プ タ ツ ワナ(Bophuthatswana)あ るい は レボ ワ(Lebowa)と い った 他 の民 族 の

ホ ー ム ラ ン ドが ンデベ レ を吸 収 す る とい う内容 で あ っ た。 アパ ル トヘ イ トの 是 非 はす

で に歴 史 的 に 明 らか で あ る が,そ の アパ ル トヘ イ トに も認 め られ な い民 族 と して ンデ

ベ レはあ った こ とに な る。

　 1960年 代 の ンデベ レの 政 治 的行 動 は,ア パ ル トヘ イ ト体 制 の 中 で 自分 た ちの 民族 を

ど う認 知 させ る か とい う もの で あ った 。 ンデベ レは南 ア フ リカの 中 で極 め て わず か な

人 口 しか 持 た な い 少数 民 族 で あ る5)に もか か わ らず,人 種 隔 離 政 策 下 で ホ ー ム ラ ン ド

設 立 を要 望 す る動 きを進 め,!972年 に は ンデ ベ レの ホ ー ム ラ ン ド設 立 が承 認 され た 。

1980年 に 自治 ホ ー ム ラ ン ド,ク ワ ンデベ レ(KwaNdebeie)6)が プ レ トリア東 部 に 「建 国」

され た。 ホー ム ラ ン ドと して 南 ア フ リカ政 府 か らンデ ベ レに与 え られ た 土地 は,プ レ

トリア東 部 にあ り,も とも と ンデベ レの 十地 で あ った わ け で は ない が,多 くの ンデ ベ

レが 白 人 の町 の 周 辺 か ら離 れ,ク ワ ンデベ レに移 り住 み は じめ た。1970年 か ら1980年

まで の こ の地 の 人 日増 加 率 は415%に もの ぼ り,1980年 の 国勢 調 査 で は 人口 が156,380

人 とな っ た(Randal11983:45)。

　 !994年,全 人種 参加 の憲 法 制 定議 会選 挙 が 実施 され,南 ア フ リカは 新 た な道 を進 み

は じめ た。 ホー ム ラ ン ドは撤 廃 され,旧 ク ワ ンデベ レ ・ホ ー ム ラ ン ドは現 在,ム プマ

ラ ン ガ(Mpumalanga)州7)の 一 音19とな り,ク ワ ンデ ベ レ とい う名称 は,行 政 区域 と し

て は残 っ て い ない 。 クワ ム シ ュ ラ ンガ(KwaMhlanga)に あ っ た 旧 ク ワ ンデ ベ レ政 府 の

庁 舎 も職 員 も,ム プ マ ラ ンガ州 に吸収 され,今 日に至 って い る。

2.4　 ンデベ レの装 飾

　 ホー ム ラ ン ド設 疏まで の過 程 で,い っ た ん離 れ 離 れ に な った民 族 の 再 統 合 を はか り,

新 しい民 族 文 化 を形 成 す る た め に ンデ ベ レは装 飾 を 利用 した の だが,そ の 時,ン デベ

レが 自 らの 「伝 統 」 文 化 と したの が,当 時 ・部 の 地域 で行 なわ れ て いた 土 壁 に ア ク リ

ル系 水 性 ペ ンキ で カ ラ フル な幾 何 学 模 様 を描 く壁絵 や,ビ ー ズ ワー クな どで あ っ た。

　 カ ラー 写 真11(本 号p.160)に は,カ ラフ ルな 幾何 学 模 様 の壁 絵 を持 つ 家 屋 を背 景

に,5色 の ス トライ プ模 様 の 毛 布 を はお り,多 彩 な ビー ズ ワー クを 身 に ま とっ た女 性

の 姿 が写 って い る。 これ が,ン デベ レの 典型 的 な 「伝 統 」 文 化 で あ り,近 隣 の 諸民 族
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写真1　 教会

か ら ンデベ レ を きわ だ たせ,自 他 と もに シ ンボ ル と して認 識 され て い る装 飾 で あ る。

　 カ ラ ー写 真12(本 号p.161)は,ン デベ レの 王三(ikosi)8)の 館,す な わ ち王 宮 の,門

で あ る。 この 王宮 が あ る村 に は現 在 で も壁絵 の あ る家屋 が林 立 して い る 。逆 に い えば,

そ れ以 外 の村 で は探 さ ね ば見 る こ とが で き ない もの と な って い る。 カ ラー 写 真13,14

(本 号p.162)は この 地 区 に建 つ 家 屋 の 例 で,写 真1は 同 地域 の教 会9)で あ る。 ホ ー

ム ラ ン ド時代 の ンデベ レは,王 を中 心 に 再統 合 され,王 お よ びそ の 一族 が ンデベ レの

物 質 文化 上 の特 徴 で あ る 豊か な装 飾 性 を体 現 し,広 め る役 割 を担 っ た。

3南 ア フ リカ にお け る ンデベ レ壁 絵 の展 示

　 次 に,こ の よ うな背 景 を持 っ て い る ンデ ベ レの壁 絵 が,現 在 どの よ うに南 ア フ リ カ

で 展 示 さ れ て い る か を,旧 ク ワ ンデ ベ レ政 府 が 設 立 した ンデ ベ レ伝 統 村(Ndebele

Traditional　Village)の 事 例 か ら説 明 す る。 ンデ ベ レ伝 統 村 は ク ワ ンデ ベ レの 行 政 の 中

心 地 で あ る クワ ム シ ュ ラ ンガ の南15km程 の とこ ろに あ る。 プ レ トリア や ヨハ ネス ブ ル

クか らは,ワ ンデ イ ・ツア ーが 組 まれ,観 光 客 が ンデ ベ レの壁 絵 を見学 に来 て い る。

　 ンデ ベ レ伝 統 村 は,1990年 に ンデ ベ レの文 化 を維持,保 存,伝 承 し,内 外 に広 め る
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こ と を 目的 と して 設 立 され た博 物 館 で あ る10)。こ こ で は ンデ ベ レの住 居 の 変 遷 を実 際

に家屋 を復 元 した 展 示 に よ っ て表 現 してお り,写 真2か ら写 真7ま で はそ の 一 部 で あ

る。

　 ンデベ レの 家 屋 お よび壁 絵 の 変 化 を,写 真 と対照 させ なが ら説 明す る1D。

　 　 写真2　 約200年 前,白 人 との 本格的 な接 触以前 の ンデベ レの家屋 に は壁 がなか った。

　 　　 　　 　 す なわち壁 絵 もまた存在 しなか った。

　 　 写真3　 お よそ100年 前,円 形 の壁が低 く立 ち上 が り,壁 には土か ら採集 した顔料 で壁

　 　　 　　 　 絵が描 かれる ようになった。壁 は土 をつ き固めて立 ち上 げた もので ある。

　 　 写真4　 約50年 前,円 形の壁 が高 くな った。西 欧的な椅子 を家屋 に持 ちこみ用 いる よう

　 　　 　　 　 になったため という。壁絵 の素材 は顔 料を用いて いる。

　 　 写真5　 40年 程前,家 屋が方形 とな り水性ペ ンキの使用が始 まった。壁絵の デザ インが

　 　　 　　 　 大 き く変化 して いる。

　 　 写真6　 約20年 前,屋 根の形 が変化 した とともに,壁 の表面の仕上 げにセ メン トが用 い

　 　　 　　 　 られは じめた。

　 　 写真7　 約10年 前,屋 根 に トタンが用い られ るよ うになったが,方 形 とい う形 と家屋 前

　 　　 　　 　 の低 い腰掛 け部 は40年 程前の タイプか ら変化 してい ない。壁 は土や砂の 多い粗

　 　　 　　 　 い セメ ン トブ ロックを積 み上げた もので,表 面 をセ メン トで仕上げて いる。 こ

　 　　 　　 　 の家屋 は,1990年 の博物館 設立時 にモ ダ ンタイプ と して表現 された もの である

　 　　 　　 　 が,同 時に また今の ンデベ レの 「伝統 的」 家屋 として語 られてい るもの で もあ

　 　　 　　 　 る。

　 この博 物 館 を設 立 した 旧 ク ワ ンデベ レ政 府 は,自 らの 「伝 統 」 文 化 の 発 生過 程 と家

屋 とを組 み に して紹 介 した。 す な わ ち,「生 活 と結 びつ いた壁 絵 」とい う展 示 が こ こで

は な されて い るの で あ る。 も と も と家 庭 の 主 婦 が土 壁 を補 強 し美 し くす る た め に描 き

は じめ た壁 絵 は そ の家 屋 とセ ッ トであ る とい うこ と を,こ の ンデ ベ レ伝統 村 は表 現 し

て い る ので あ る。

　 博 物 館 ンデ ベ レ伝 統 村 には現 在12名 の 描 き手が い る。 ンデベ レの 主 婦 の 中 か ら壁 絵

が う まい と評 判 を持 つ 者 が 選抜 されて 働 い て い る。 そ の他 に も古 い タ イプ の壁 や屋 根

を作 る こ とが で きる男 性 ス タ ッ フな どが お り,総 勢18名 が 月曜 日か ら金 曜 日まで この

博 物 館 に住 み 込 み なが ら,来 館 者 に対 応 して い る12)。

　 ホ ー ム ラ ン ドの廃 止 とい う歴 史 の流 れ の 中,こ こは 現 在 ム プマ ラ ンガ 州 の管 轄 とな

って い る。 ム プ マ ラ ンガ州 には ンデベ レの み な らず,ス ワジや ソ ト,そ して 多 くの ア

フ リカ ー ナー も居住 してい る。州 政 府 はす べ て の民 族 ・人種 に平 等 な サ ー ビス を提 供

し よ う と し,当 然 なが らンデ ベ レだ け を特 別扱 いす る こ とは ない 。 これ まで 旧 ク ワ ン

デ ベ レ政 府 の 文 化 行政 の 中心 で あ っ た この博 物 館 は,相 対 的 にそ の 位 置づ け を低 下 さ
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写真2 約200年 前

写真5 約40年 前

写真3 約100年 前

写真6 約20年 前

写真4　 約50年 前

写真7 約10年 前
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せ た。 そ れ に伴 い,経 済 的 に運 営 に支 障 を きた し,人 員 の 削減,売 店 の 閉鎖,家 屋 補

修 の 遅 延 とい っ た問 題 が 山積 み され て い る。 そ の よ うな状 況 下,ひ とつ の 出来 事 を観

察 す る機 会 に恵 まれ た 。

　 写 真8は 写 真4と 同 じ家屋 で,約50年 前 の天 然 顔 料 を 用 いた 壁 絵 を持 つ 家 屋 と して

紹 介 され て い た 円筒 形 家屋 で あ る。 全 く壁 絵 の図 柄 が 異 な る こ とが 見 て取 れ る。 この

模 様 は 南 ア フ リカの あ るサ ッカー チ ー ム のマ ー クで,こ のサ ッカー チ ー ム の メ ンバ ー

を登 用 した あ る清 涼 飲 料水 の テ レビ ・コマ ー シ ャ ル を制作 す る にあ た り描 か れ た 。 コ

マ ー シ ャル制 作 会 社 は,家 屋 壁 絵 の 描 き替 え と撮 影 の 許可 を博 物 館 に 求 め,幾 ば くか

の 金 銭 で 実施 した とい う こ とであ る。1998年 ユ2月の こ とで あ った 。 この時,博 物館 の

責 任 者 は,年 が 明 けた らす ぐに元 どお りに戻 す と言 っ て い たが,1999年7月 に再 訪 し

た折 には まだ この ま まで あ っ た。

　 写 真9(p.190)は 写 真8の 脇 に建 つ 家屋 で あ る。 こ の図 案 自体 は,ン デベ レの デ

ザ イ ンな の だが,写 真8の 家 屋 と同 じ時 に テ レビ ・コマ ー シ ャ ルの た め に描 き替 え ら

れ た もの で,同 様 に1999年7月 まで この ま まで あ っ た。1986年 に写 真 家 マ ー ガ レ ッ ト・

コー トニ ー=ク ラー クが ンテベ レの 壁絵 を紹 介 した写 真 集(Courtney-Clarke　 1986)を

出版 して い る。 コマ ー シ ャル 制作 会 社 の ス タ ッフは,そ の 写 貞 集 を持 っ て きて 写真 を

指 差 し,こ の デザ イ ン を描 い て くれ と依頼 した とい う。 写 真 集 は,ン デベ レの 壁絵 を

写真8 サ ノカーチームのマ ークが描 かれた展示家 屋
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写真9　 写真集か ら選 ばれたデザ イ ンが描 画 された展示家屋

切 り取 っ て,書 物 とい う平 面 的 な媒 体 にお い て扱 う もの で あ る。 家 屋 の壁 か ら切 り離

され た ンデベ レの壁 絵 は独 り歩 きを は じめ た 。 そ して,こ こで紹 介 した 出 来事 は,独

り歩 き しは じめ た壁 絵 が,皮 肉 に もま た ンデ ベ レの家 屋 の壁 に戻 って きた事 例 とい え

る。

　 ンデ ベ レの 装 飾 は,離 散 した 民族 の シ ンボ ル と して用 い られ,そ の 発 生 に は少 なか

らぬ 自 人文 化 の 影響 が あ った 。 も と もと家 庭 の 主婦 が 家屋 の補 修 と美 化 の た め に描 い

た 壁絵 は,政 府 の博 物 館 展 示 に よっ て あ る種 の権 威 付 け を与 え られ た 結 果,別 個 な素

材 の上 に 表現 され は じめ,ン デ ベ レの 日常 生 活 か ら離 れ て い っ た。

　 独 り歩 きをは じめ た壁 絵 は,マ ー ケ ッ トと して の 白人 社 会 を前 提 に 存在 してい る。

前 述 の写 真 集 をは じめ,諸 外 国 で壁 絵 は アー トと して紹 介 され,自 動 車 の ボ デ ィや 飛

行 機 の尾 翼 な どが新 しい 「壁 」 とな っ た。 ク ワ ンデベ レで も壁 絵 の 独 り歩 きは始 まっ

て い る。 幾 何 学 模 様 の壁 絵 を持 つ 家屋 は内 外 の 観光 客 の 訪 れ る と ころ とな り,カ ンバ

ス布(写 真10)に 描 い た 「壁 絵 」 を 土産 物 あ る い は 「作 品」 と した り,ダ チ ョウの卵

(写真11)に 「壁絵 」 を描 き土 産物 と して 生 産 し,販 売 した り して い る。 当然,ヨ ハ

ネス ブ ル クや プ レ トリア とい っ た都 会の 土 産 物屋 で も販 売 されて い る 。

　 ンデ ベ レを取 りま く状 況 は,ン デベ レの 暮 ら しの 中で の壁 絵 の 位 置づ け を変 容 させ,

壁 絵 を は じめ とす る装 飾 を生 活 の糧 そ の もの に す る者,「 ク ラフ トマ ン」を生 み 出 して
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写真10　 カ ンバ ス布 に描画 される 「壁絵」

写真11　 ダチ ョウの卵 に描画 される 「壁絵 」

い る。 そ して そ の 中 の数 名 の 描 き手が,名 前 を持 つ存 在,「 アー テ ィス ト」 とな って い

るの で あ る。

　 最 後 に,南 ア フ リカ での ンデ ベ レ壁 絵 の展 示 と して,ク ワ ンデ ベ レ以外 の事 例 を紹

介 す る。 写 真12(p.192)は,プ レ トリア に あ る博 物 館 ア フ リ カ ン・ウ ィ ン ドウ(Afncan

window)の 入 口 の壁 で あ る。 前述 の博 物 館 ンデベ レ伝 統村 に所 属 す る描 き手 の 中 の3

名 が描 い た もの で あ る。 非 常 に鮮 やか な美 しい壁 絵 で あ るが,そ の記 念 プ レー トに は

次 の よ うに記 され て い る。

ンデベレ壁絵

除 幕:1997年2月13日

191



国立民族学博物館研究報告別冊　22号

博物館委員会委員長J.M.レ ナケ教授

後援　BMW南 アフリカ

　 こ こに は その 壁 絵 の 制作 者 の名 前 は な く,除 幕 式 に紐 を ひい た 人 間 と,そ の スポ ン

サ ー の 名前 が あ るだ け で あ る。「無 名 の,あ る い は ンデ ベ レ とい う民 族 の壁 絵 」 とい う

扱 い で あ る。 この 博 物館 で は,生 活 とい うよ りも ンデベ レ とい う民 族 とセ ッ トに な っ

て壁絵 は展 示 され て い る とい う こ とで あ る。

4　 日本 における ンデベ レ壁絵 の展示

　 筆 者 が所 属 す る野 外 民 族博 物 館 リ トル ワー ル ド(以 下,リ トル ワー ル ドと省 略)13)

で は,1995年11月 に ンデ ベ レの 家屋 を復 元 し(写 真13),現 在 も野 外展 示 家 屋 と して来

館 者 に 観 覧 の機 会 を提 供 して い る。 こ こで は,日 本 にお け る ンデ ベ レ壁 絵 の 一事 例 と

して,リ トル ワー ル ドに お け る家 屋 の復 元 と描 画,そ して展 示 の様 子 を説 明 す る。

　 リ トル ワー ル ドが,こ の ンデベ レの 家屋 を選 定 した動 機 の ひ とつ に は,ン デ ベ レの

華 や か な装 飾 文 化,壁 絵 の存 在 が あ げ られ る。 野 外展 示 場 にて 世 界 各地 の 家屋 を復 元

し,そ こに住 む人 び との暮 ら しぶ りを紹 介 しよ う とす る リ トル ワー ル ドにお い て,ン

デベ レの よ うに外 観 上 強 烈 な イ ンパ ク トを持 つ 家屋 は,極 め て 魅 力 的 であ った 。 こ れ

写 真12　 ア フ リ カ ン ・ウ ィ ン ドウの 壁 絵
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ま で リ トル ワー ル ドで は,ブ ル キ ナ フ ァ ソの カ ッセ ー ナ,タ ンザ ニ ア の ニ ャキ ュ ウサ,

ケ ニ アの レ ンデ ィー レ とい っ た諸 民 族 の 家屋 を復 元 して きたが,な か な か ア フ リ カの

人 び との 秀 で た造 形 ・色 彩 感覚 を表 現 す る こ とは難 しか っ た。 そ の 点 を こ の ンデ ベ レ

の家 屋 は 補 うに十 分 な 展 示素 材 であ った とい え る。

　 図3(p.194)は 展 示 家屋 の配 置 図 で あ る。 展 示 は 家屋 単 体 で は な く,両 親 の 家,

息 子 の 家,娘 の家,祖 母 の家,そ して 男 た ちの 集 会場 で あ る東屋 の5棟 か らなる。 プ

ラ ン作 成 に あ た って は,当 時 の ク ワ ンデベ レ政 府 文化 局 の方 々か ら助 言 を得 た 。結 果

的 には,ン デベ レに とっ て あ る種 の 理想 的 な一 般 家庭 の ホー ム ステ ッ ドを再 現 で きた。

家 屋 の 梁,出 入 口の 扉,窓 枠,そ して祖 母 の 家 と東屋 の屋 根 材 は,ク ワ ンデ ベ レに て

収 集 した もの を用 い た 。

　 家屋 復 元 の際 には,壁 絵 の描 き手 と して前 述 の ンデベ レ伝統 村 か ら4名 の ンデベ レ

女 性 を招 聰 した(写 真14　 p.195)14)。 紹 介 しよ う とす る ンデ ベ レ装 飾 文 化 そ の もので

あ る壁 絵 を ンデ ベ レ人 に描 いて も らわ な けれ ば,博 物 館 展 示 と して成 り立 た な い。 こ

の よ うな考 え は,リ トル ワー ル ドの 開館 当初 か らの もの で あ る。4名 には2ヵ 月 間か

けて壁 絵 を描 い て も らっ たが,注 文 は オー ソ ドック ス な もの を とい うだ け で あ っ た。

で きる か ぎ り拘 束せ ず に描 画 して も らお う とい う気 持 ちが 強 くあ った 。 た だ,来 日 し

そ の イメ ー ジ を膨 らませ て 日本 の もの を描 くの は 困 る とい う気 持 ちだ け は伝 え た。 写

幽　　・

写真13　 リ トル ワー ル ドに復元 した ンデベ レの家屋
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真15(p.195)の よ うに ンデベ レの 民族 衣 装 を ま とっ た女 性 た ちが壁 絵 を描 く光景 も

ま た,展 示 とな り,多 くの 来館 者 が そ の姿 を撮 影 して い た。

　 展 示 目的 の ひ とつ には,西 欧化 ・都市 化 す る現 代 ア フ リカ社 会 の 生 活紹 介 とい うこ

とが あ った 。現 代,す なわ ち1990年 代 の ンデベ レの 暮 ら しぶ りを再 現 す る ため に,復

元 家 屋 の 中 に は,ヨ ー ロ ッパ ス タ イル の 家具(写 真16　 p.196)を は じめ,さ ま ざ ま

な生 活 用 品 を解 説 とと もに 配置 した(写 真17　 p.196)。

　 実 際 にそ の 生活 ぶ りを観 覧 した来 館 者 か らは,「これ まで抱 い て い た ア フ リカの イ メ

図3　 復元家屋配置平面図
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一 ジ とか け 離 れ て い る」
,「 家 具 が立 派 なの に驚 いた 」 な ど とい う感 想 を得 た。 旱 越,

飢 餓,紛 争,サ バ ンナ,ジ ャ ング ル,野 生動 物 とい っ た マ ス メ デ ィ アが伝 え る一 部 の

ア フ リ カの イメ ー ジ は,広 くア フ リ カ全般 の イ メー ジへ と誤解 され が ち で あ る。 来 館

者 の持 つ イ メー ジ とは異 な る現 代 ア フ リ カの姿 を提 示 し,来 館 者 に新 た な情 報 を提 供

す る とい う点 にお い て は,概 ね初 期 の 目標 を達 成 で きた と考 え る。

　 展 示 展 開 と して は,展 示家 屋 の ひ とつ で,現 地撮 影 した写 真 や ンデベ レの 居 住 地域

を示 す 地 図 な どを用 い,そ の暮 らしぶ りや壁 絵 を中心 とす る装 飾 文 化 につ いて 紹 介 し

て い る。 また,3つ の 家屋 にマ ネキ ン4体 を設 置 し,性 別,世 代 別 の民 族 衣 装 の 違 い

な ど を紹 介 してい る(写 真18　 p,197)。

写 真14　 家屋復 元の協力者 たち

写真15　 壁絵 を描 く様子
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　視 覚 だ け で な く,聴 覚 へ の働 きか け と して,ン デ ベ レの ラ ジ オで か け られ てい る よ

うな ポ ピ ュ ラー ソ ング を展 示家 屋 内 にBGMと して 流 し,そ の合 間 に音声 に よ る解 説

を挿 入 して い る。 解 説 内 容 は,展 示 家 屋 に つ い てそ して ンデベ レにつ い て の もの で,

来館 者 に話 しか け る よ う な口調 を用 い て い る。 この 音 声 解説 の 中 に は ンデベ レ語 で の

写真16　 「両 親の家」居 間の様 子

写真17　 「両親の家」 台所の様子
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語 りもあ り,ン デベ レ語 の音 を体 感 して も らっ て い る。

　 家 屋 の 一般 公 開前 後 には,ン デベ レ紹 介 の セ ミナ ー(写 真19　 p.198)且5)や 本 館 メ イ

ンホ ー ル で の特 別 展16),そ して博 物 館 の 季刊 誌 へ の 記 事掲 載17)な ど さ ま ざま な機 会 と

手 法 を利 用 して ンデ ベ レの現 在 の 暮 ら しぶ り と,装 飾 文 化が その 中 で ど う位 置 づ け ら

れ て い る か の伝 達 を試 み,現 在 に至 って い る。

　ンデベレの家屋を復元してか ら5年 が経過 しているが,こ の間の来館者の反応を振

り返るに,公 開直後から来館者の関心は装飾そのものに強く引き寄せられていた。 ン

デベレの暮らしぶ りを紹介 しようとする博物館の意図から離れ,ン デベレの装飾文化

が独 り歩きしているきらいがある。来館者が展示物そのものである外観から受ける影

響は,博 物館が提供する文字や,写 真や,音 の情報の誘引力よりもずっと大きなもの

であったといえる。それはまた,展 示しているンデベレ・アー トのもつ力が,い かに

大きいかということの表われであると考えられる。

5　 ま とめ

こ こ まで述 べ て きた よ うに,ン デ ベ レの壁 絵 は,す で にそ の 暮 ら しの一・部 とい うス

}轡!

写真18　 「両親の家」寝 室に展示 した父母のマ ネキ ン
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写真19　 セ ミナーの様子

タ ンス を はず れ,ア ー トと して 歩み 始 め て い る。 しか し,博 物 館 で の扱 い は,南 ア フ

リカで も日本 で も 「生活 との セ ッ ト」 とい う もので あ っ た り,「無 名 の ンデベ レ とい う

民 族 の 壁 絵 」 とい う もの で あ る。 そ こに は ま だ 「アー テ ィス ト」 は 存 在 してい な い。

取 り上 げた くな い と い う展 示す る側 の 意志 が表 われ て い る と捉 え る こ ともで きる 。 そ

の一一方,諸 外 国 で壁 絵 の持 つ 力 を表 現 し よ うとす る時,そ こに は 「ア ー テ ィス ト」 が

存在 し,壁 絵 は 「アー ト」 と して 取 り扱 わ れ てい る。

　 本稿 で は,ン デベ レ装 飾 文化 の 中 の 壁絵 を 主 に取 り上 げて きた が,南 ア フ リ カで は,

ンデベ レの ビー ズ ワー ク も土産 物 と して 随分 売 られ て い る。 ア ー トギ ャ ラ リー に もビ

ー ズの 装 身 具 や 人形 が 並 ん で い るが
,ま だ壁 絵 の よ うな作 家 は い な い。「無 名 の ンデベ

レの もの 」 と して 陳列 され てお り,そ の位 置 づ けは,室 内展 示 で ンデベ レ文 化 を 表現

し よう とす る博 物 館 や 土 産物 屋 で も同 様 で あ る。

　 ンデベ レが クワ ンデ ベ レ とい う 自治 ホ ー ム ラ ン ドで民 族 文化 の再 編 成 を行 な っ た時,

これ ほ ど カ ラフ ルで 特 徴 の あ る壁 絵 を持つ 民 族 は他 に い なか っ た。 それ ゆ えに 彼 らは

民 族 文化 を表 象す る際 に この 「アー ト」 を選 ん だ の で あ る。 この と き壁 絵 は ンデベ レ

とい う民 族 全体 に共 有 の もので あ った し,そ う扱 わ れ た。 また そ う扱 わ なけ れ ば民 族

の シ ンボ ル とは な らなか っ た と考 える 。 ンデベ レの壁 絵 は,他 民 族 に対 す る独 自性 の

シ ンボ ルで あ っ た のだ 。壁 絵 は ンデ ベ レ民 族 統 合 の 象徴 と して扱 われ た の で あ る。

　 しか し,そ れ が南 ア フ リカ 国内 の 諸 民族 の み な らず,国 外 の 人 び と に まで ンデベ レ
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の シ ンボ ル と して 認識 され た後 は,そ れ 自身 が持 つ 力 で,壁 絵 が 「壁 」 そ の もの か ら

離 れ て い っ た。 立体 物 と して の 壁絵 が平 面 的 な もの とな った 時,生 活 に根 ざ した文 化

とい う次 元 が 失 わ れ,「 ア ー テ ィス ト」が生 まれ た と考 え られ る。特 別展 「越 境 す る民

族 文化 」で は,「 アー トが 民族 の範 囲 を越 え て広 まる とは どうい う こ とか」 とい う問 題

が 扱 わ れ て い た が,ン デ ベ レの 壁 絵 の事 例 は,民 族 の 範 囲 を越 えて 広 ま っ た こ とで

「ア ー ト」 と なっ た と位 置 づ け る こ とが で き る。

　 「ア ー ト」 と して力 を発 揮 し始 め た ンデベ レの壁 絵 が,博 物 館 の 展 示 に お いて 意 図

とは異 な る反 応 を来館 者 か ら引 き出す こ とは,先 に述 べ た 。 具体 的 には,文 章 な どで

繰 り返 し 「すべ て の ンデベ レの 家屋 が カ ラ フル な壁 絵 を持 っ て い るわ け で は ない 」 と

説 明 して いて も,「 ンデベ レの 人 た ち は皆,こ うい う家 に住 んで い る」,「ンデベ レで は

誰 もが こ うい う カラ フ ル な壁 絵 を描 い てい る」 な どと思 い こ ま れ た りす る。 装 身 具 で

例 を あ げれ ば,「 い つ もあ ん な民 族 衣装 を着 て い る」と思 い こ ま れ た りす る。 壁 絵 に 目

を奪 われ て,他 の ものが 目 に入 らな い状 態 にな って しま うの だ。 展 示物 に は他 に もお

も しろ い もの が あ る に もか か わ らず,来 館 者 は気 づ か な い。 気 づ い て くれ ない 。 力 の

あ る 「アー ト」 の展 示 は,民 族 文化 全 体 を伝 え よう とす る民 族学 系 あ る い は 人類 学 系

の博 物 館 に とっ て,諸 刃 の 剣 な の で あ る。

6後 記

　本 稿 は,国 立 民 族 学博 物 館 重 点 研 究 プ ロジ ェ ク ト 「文 化 表 象 の博 物 館 人 類 学 的研 究 」

シ ンポ ジ ウ ム 「ア ー トと民 族 文 化 の 表 象:特 別 展 『越 境 す る民 族 文 化 』 を 中心 に 」

(1999年12月)に お いて 発 表 した もの を も とに した。 また 本稿 中で 報 告 した情 報 は,

(財)リ トル ワー ル ドに よ る調 査(亀 井1995a),文 部 省 科 学研 究 費 補 助 金 国際 学 術研 究

「南 部 ア フ リカ諸 民 族 の民 族 学 的研 究 」(亀 井1997;1998)お よび 「現 代 ア フ リ カに

お け る文 化 運動 とエ スニ シテ ィの 人類 学 的研 究 」(亀 井1999a;2000)に よる調 査 で 得

た もの で あ る。

　 ヘ　へ

　 在

1)マ タベ レ(Matabele),あ る い は マ タ ビ リ(Matabili)と 称 され る こ と も あ る 。

2)近 隣 の 民 族 で あ る ソ ト(Sotho)の 影 響 を 強 く受 け,言 語 的 に は ソ ト語 に近 い とい う。

3)以 下 の 記 述 で は,南 ア フ リ カ 共 和 国 を 「南 ア フ リ カ」 と略 記 す る。 な お,「 南 部 ア フ リ
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　 カ」 とい う表 現 は,ア フ リ カ大 陸 南 部 地 域 の 意 味 で あ る 。

4)　 以 下 の 記 述 は,(KwaNdebele　 Monument・Committee　 1983)お よ び(Shabangu&Swanepoel

　 　 1989)に 依 拠 す る。

5)黒 人 総 人 口12,430,000人 中,ン デベ レは294,000人 と概 算 され て い る(Horrell　 1969:30)。

　 こ れ は2.4%を 占め る値 で あ る。

6)　 ク ワ ンデ ベ レ と は,「 ンデ ベ レの 地 」 とい う意 味 で あ る 。

7)ホ ー ム ラ ン ド廃 止 直 後 は,東 トラ ンス ヴ ァー ル州 と い う名 で あ っ た が,そ の 後 改 称 した 。

8)　 ンデ ベ レ に はふ た りの 王 が い る 。 ンデ ベ レ語 のikosiを,彼 らはKingと 訳 して い るが,

　 chiefと 訳 す 方 が 適 切 か と考 え る。 ンデ ベ レは,ン ズ ンザ(Ndzundza)と マ ナ ラ(Manala)

　 と い う2つ の ク ラ ンか らな る(Kamei　 1998:48)。 写 真 は ン ズ ンザ ・クラ ンの 王 宮 で,シ ヤ

　 ブ ス ワ(Siyabuswa)付 近 に あ る。

9)　 独 立教 会 系 の 教 会。 多 くの ンデ ベ レが キ リ ス ト教 を信 奉 して い るが,同 時 に 伝 統 的 占 い

　 師へ の信 仰 も根 強 い。

10)旧 ク ワ ンデ ベ レ政 府 文 化 局 長 か ら の 聞 き取 りに よ る。

11)ン デ ベ レ伝 統 村 学 芸 員 か らの 聞 き取 りに よ る。

12)土 曜 日 と 日曜 日 は,学 芸 員 の み が 対 応 して い る。

13)愛 知 県 犬 山 市 に1983年 に 開 設 され た博 物 館 。

14)左 側4名 が 描 き手,右 に 立 つ 男 性 は ム プ マ ラ ン ガ州 よ り派 遣 して も らっ た 通 訳 で あ る。

　 南 ア フ リ カで は 長 い 間英 語 とア フ リ カ ー ンス 語 が 公 用 語 と され て い た が,ン デ ベ レの 年 配

　 者 の 多 くは,ア フ リ カ ー ンス 語 は 十 分 に解 す る もの の,英 語 は わ か ら な い場 合 が 多 い 。

15)リ トル ワー ル ド友 の 会 会 員 や 一一般 か らの 応 募 者 を対 象 に,1995年10月15日 「ンデ ベ レ族

　 の 暮 ら し」 とい う タ イ トル で,リ トル ワ ー ル ドセ ミナ ー を実 施 した 。 ンデ ベ レの 概 要 を装

　 飾 文 化 を 中心 に 紹 介 した 後,復 元 作 業 中 の 展 示 家 屋 の 見学 を 行 っ た 。

16)1995年7月22日 か ら10月22日 まで の93日 間,リ トル ワ ー ル ド本 館 メ イ ンホ ー ル にて,第

　 22回 テ ー マ 展 「南 ア ・ンデ ベ レ族 の デ ザ イ ン」 を開 催 した。

17)(亀 井1995b;1995c;1995d;1999b)参 照 。
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